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取材規定(報道各社様用)	
	

	

		日本吃音・流暢性障害学会および同学会第4回大会を取材する報道各社様におかれましては、

以下の原則をご理解の上、取材をお願いします。この原則を逸脱した場合は取材をお断りする場

合があります。  
 
取材規定   

1. 公共放送・新聞社などのマスコミ及び出版社などの取材は原則 許可しますが、取材に当た
っては、日本吃音・流暢性障害学会および同学会第4回大会に取材の目的・取材者氏名・希

望日時・方法等を記した所定の取材申込書を提出し、あらかじめ許諾を取得してください。  
2. 詳細な取材方法については、学会事務局および大会事務局の指示に従ってください。  
3. 取材終了後、発表される原稿・記事をFaxまたはメール添付にて学会事務局および第４回
大会事務局にご提出ください。  

4. 取材目的以外（参加者への面談等）で参加する場合は、一般参加費￥7,000をお支払いくだ
さい。  

 
取材方法   

1. 事前申込	  
		取材申込書をメール添付等で事前に大会事務局に提出してください。  
2. プレス受付  

A) 会場の総合受付にお越しください。  
		名刺を頂戴した上、取材申込書をお渡ししますので、ご記入ください。  
		取材申込書を確認後、プレスカードを発行します。  
B) 取材中はプレスカードを常に身に着けてください。  
C) プレスカードを身につけていない方の取材入場は、固くお断りします。  

3. セッション  
		基本的に全セッションに入場可能です。許可を得ていない写真撮影・ビデオ撮影・録音な

どは禁止します。 
4.  写真撮影・ビデオ撮影・録音  

A) 写真撮影・ビデオ撮影・録音は、申込書にご記入いただき、取材対象者と主催者より許
可を得られた場合のみ行ってください。撮影対象者には、直接ご許可をお取りください。

肖像権を侵害することのないようにご注意ください。 	
B)	講演や一般発表などのスクリーン映像は全て著作物です。 許可のない撮影・転載・放
送などの二次利用はできません。  

5. 取材  
		写真撮影・ビデオ撮影・録音などは、講演の邪魔にならないようご配慮ください。  
6. その他  
		受付風景、会場入り口看板など、風景撮影に関しては個人をクローズアップしない場合の

み、風景写真として撮影を許可します。ただし、撮影前に、写る可能性のある範囲の人に声

掛けをして、写りたくない人が撮影範囲から出られるように配慮してください。 
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日本吃音・流暢性障害学会および同学会第４回大会	

取材申込書	
	

		以下のとおり取材したいので，申し込みます。取材に際しては，貴大会の提示する条件を遵

守します。	

申込者 

会社名 
 
 

所属部署  
 

担当者氏

名 
 
 

連絡先 
電話 

E-Mail 
 

取材目的 

 
 
 

取材者氏名 
取材する全員のお名前

をご記入下さい※1 

 
 
 

取材希望日時※2 

□平成 28年 9月 1日（木）	 ：	 	 	 ～	 	 ： 
□平成 28年 9月 2日（金）	 ：	 	 	 ～	 	 ： 
□平成 28年 9月 3日（土）	 ：	 	 	 ～	 	 ： 
□平成 28年 9月 4日（日）	 ：	 	 	 ～	 	 ： 

取材方法 
□写真撮影	 	 	 □ビデオ撮影	 	 	 □録音 
□その他（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ） 

持ち込み機材 
 
 

放映番組名/放映予定日 
 

掲載紙名/掲載予定日 
 

その他・要望等 
 
 

※1ご記入して頂いた個人情報は業務を行う目的以外では利用することはありません。 
※2 市民公開講座の演者である小倉智昭氏は一切の取材を受けないとされておられ、また、講
演内容を記事などで報道にすることを禁止しておられますので、あらかじめご了承下さい。 


